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Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)
(図表 も含 めて分か りやす く記入の こと)
一 日の大半 を室内で過 ごす我 々に
とり、室内空間 を構成す る「材料」の選
定 は健康影 響の見地 か らも重要で あ
る。例 えば、ホルムアルデ ヒドなどの
化学物質 の放 散量が少 な い室 内建材
ほどアレルゲンである真菌(カ ビ)汚
染 の リスクが高 い ことが知 られてお
り、両者 による健康 リスクのバランス
をとる ことが住 宅建材 を選定す る う
えで重要 となる。今 回、真菌濃度 と建
材 の種類 の関係 につ いて簡 便かつ詳
細に調査が行えるよう、ナイ ロンネ ッ
トフィルタ(Flg.1)を用いたエアロゾル粒子の簡易分粒測定について基礎検討を行 った。
Fig.2に各孔径のナイ ロンメッシュフィルタによるエア ロゾル粒子の分級結果につい
て示す。各メッシュ孔径のフィルタで、
粒子の捕集効率の曲線が異なる ことが
わか る。モデル計算 との比較の結果、
フィルタの粒子捕集は、ある一つのメ
カニズムによるものではな く、各メカ
ニズム(さ えぎ り、衝突、重力沈降)
の重ね合わせによることが分か った。
また、各捕集 メカニズムは、フィルタ
のメ ッシュ孔径や開孔率、またそ うい
った変数によ り決定 されるフィルタ充
填率や繊維径な ど、フィル タ形状によ
り支配 されることが分か った。
本調査 によって明 らかにされたナイ ロンネ ッ トフィルタによるエアロゾル粒子 の分粒
特性を利用す ることで、室内空気の汚染物質で ある浮遊真菌 を簡易かつ詳細 に捕集する
ことが可能 とな り、真菌濃度 と建材の種類の関係につ いて簡便かつ詳細 に調査が行える
もの と思われる。
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